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日本共産党 羽曳野市会議員団の新しい所属委員会等 ご意見・ご要望 お気軽にお寄せください

●民生産業常任委員会副委員長
◆駅前整備開発特別委員会
◆交通安全対策特別委員会副委員長
◆市議会だより編集委員会副委員長
◆羽曳野市国民健康保険運営委員会
◆羽曳野市立学校給食センター運営委員会
◆大阪府後期高齢者医療広域連合議会副議長

●建設企業常任委員会
◆公共施設建設整備特別委員会
◆交通安全対策特別委員会
◆市議会だより編集委員会
◆柏羽藤環境事業組合議会
◆羽曳野市立図書館協議会
◆羽曳野市介護保険等推進協議会

●総務文教常任委員会
◆広域行政調査特別委員会
◆公共施設建設整備特別委員会委員長
◆議会改革特別委員会副委員長
◆羽曳野市立休日急病診療所運営委員会
◆羽曳野市総合基本計画審議会

●民生産業常任委員会
●議会運営委員会委員長
◆駅前整備開発特別委員会
◆古市古墳群世界文化遺産登録特別委員会
◆柏原羽曳野藤井寺消防組合議会監査
◆羽曳野市地域福祉推進委員会
◆羽曳野市住居表示審議会

市民アンケート

切実な願いが寄せられました
★公園に行っても木はあるが、木陰がない。子どもの遊び場に困っている。
★保育園を造ってほしい。今の時代、共働きが当たり前です。
★はびき山住宅前（東西）の交差点に右折レーンを設けてほしい。
★旧170号線の道路の整備「道幅が狭くて、自転車や車イスで通行するのが
不便。」
★古市駅東側の整備。「夜は照明が点灯されずコワイ。トイレも付けてほしい。」
★公園・遊び場の設置。「子ども達が遊べる、身近な公園を作ってほしい。」
★島泉に大きな公園がほしい。子どもが自由に遊べる広場がほしい。
★高齢者のサークル活動のため、地域の公民館などの使用料に市から援助金を。
★上下水料金が、他市に比べて高い。引き下げてほしい。
★坂が多く、高齢で自転車の通行が困難。循環バスを増やしてほしい。
★道路が狭く、交通量が多く危険。自転車も歩行者も安全に通行できるよう
に道路・歩道・駅前・踏切の改善を。
★年金で生活できない。高齢者の働き場がほしい。

　日本共産党市会議員団が取り組んでいる市政アン
ケートは、700通以上の返送を頂きました。
　そのうち約450人の方から、ご意見や右記のよう
な切実なご要望が寄せられています。
　その一部をご紹介します。 

　担当課や大阪府土木事務所などに要望し改善を求
め、議会でも取り上げるとともに、来年度にむけて
の予算要望に反映させていきます。

●新議長・副議長決まる

◆議長　　金銅宏親氏（３期目・市民クラブ）
◆副議長　上藪弘治氏（２期目・大阪維新の会）
　　が、それぞれ選出されました。

◆国の責任による30人以下学級推進と教育予算の増額を求める
　意見書（案）
◆住宅扶助費の削減中止を求める意見書（案）
◆川内原発の再稼働に抗議し、停止を求める意見書（案）
◆「辺野古新基地建設工事の永久停止」を求める意見書（案）

日本共産党市会議員団の提案した４本の意見書（案）

ICT 利活用による地域活性化とふるさとテレワークの推進を求める意見書

日本共産党が修正意見を出し採択された意見書

４本とも他の全会派の賛成が得られず不採択となりました。

日本共産党議員団への【市民要求アンケート】より

特定健診・がん検診の充実を
　特定健診は千円負担を無料にし、がん検診は受診率向上に向け、特定
健診との同時受診や個別検診の実施をすべきと要望しました。

普通教室にエアコンの設置を
　エアコンの設置について、教育委員会は、「これまで扇風機の設置な
どの暑さ対策を実施してきたが、教室の温度や湿度を計測してきた中で
依然として、生理的な負担は残っていると認識している」との答弁です。
実施計画を立て、早急にエアコンを設置すべきです。

羽曳野市の防災対策について
　当市の新たな防災計画は、府内で最も遅れており、市民の声をどう生
かすのかを質問。市は「防災計画は来年春の完成に向け努力している。
パブリックコメントを実施し市民の声を生かす」と答弁。防災体制の強
化を要望しました。

市民アンケートの要望について
　府営古市住宅の建てかえ、古市駅西側の混雑解消や東側広場の夜間・
早朝の対応、駒ヶ谷駅の無人化解消等を質問しました。

陵南の森公民館・老人福祉センターの施設改善を
　大規模修理の計画を立てるべき、またカーペット等の補修、改修を強
く要望しました。

点数競争・競争教育より教育条件の整備を
　大阪府は、「全国学力テスト」の結果を、高校入試の内申点に反映さ
せる方針を表明しました。しかし、これは点数競争の激化につながり、
児童・生徒の人格の形成という教育の目的と相容れないものになりま
す。競争教育をあおるのではなく、真に豊かな教育、生きる力をはぐく
む教育を推進するために、少人数学級を実施するなど、教育条件の整備
に力をそそぐべきです。
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日本共産党議員団は


